
 施策評価シート【重点施策】 

 
個別施策Ⅲ－（１） 

高齢者のさまざまな活躍を支援する 

基本的な方向性 

長年培った技術や知識を活かしたボランティア活動や余暇活動など、様々な形での高齢

者の社会参加や自治会活動などの地域貢献を支援します。また、就労を希望する高齢者が

それぞれにあった働き方で活躍できる環境の整備を進めます。 

 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 
単

位 

実績値 
5 年度 

目標値 
改訂計画 

策定時 
2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

地域で奉仕活動等を

行っている高齢者の

数【年間】 

人 25,527 23,451    28,500 

町内福祉村ボランテ

ィア登録者数 
人 1,945 1,882    2,500 

高齢者の就労率 ％ 25.7 26.2    27.3 

地区公民館の地域人

材講師の新規登録者

数【累計】 

人 12 28    60 

施策の推進に向けた主な取組の「成果」 

●「高齢者の地域貢献活動や余暇活動の支援」 

⇒地域課題解決推進事業交付金や地域活動再開円滑化交付金により地域課題の解決や活動

再開を支援しました。また、ひらつか地域づくり市民大学により地域人材の育成やすそ

野の拡大を図りました。 

⇒生きがいの創出と健康づくりに取り組む老人クラブの活動について、新型コロナウイル

ス感染症の影響によりイベントの多くが中止となりましたが、グラウンドゴルフ大会や

生きがい教室など一部活動においては、感染防止対策を徹底した中、高齢者が活躍でき

る取組を推進しました。 

 

●「多様化する高齢者の就労に関する支援」 

⇒高齢者の就労に関わる情報を「勤労ひらつか」に掲載することで、情報提供や啓発を行

いました。 

⇒生きがい事業団では、内部の経営状況に係る見直し及び取組について、検討を進めまし

た。新型コロナウイルス感染症の影響により受注件数は減少しましたが、会員増強の働

きにより年度末の会員数は前年と比較して増員しました。 



また、高齢者就労支援セミナーを開催し、働く意欲のある高齢者の就労機会の拡大に取

り組みました。 

 

●「住民相互の支え合いや交流活動の活性化の支援」 

⇒既設 18地区の町内福祉村へ感染症対策に関する交付金の支援と、コロナ危機における感

染対策に関する情報提供を行うことで、安心・安全な地域交流の場を確保でき、また、

コロナ危機での活動に関する特徴的な取組も含めて各福祉村へ水平展開することで、無

理のないコロナ危機での地域活動が推進されました。 

 

 
 施策を推進する上での「課題」 課題解決を図るための「取組方針」 

●「高齢者の地域貢献活動や余暇活動の支

援」 

⇒担い手不足や役員の負担増等に加え、コロ

ナ危機による活動の停滞により、地域活動

は一層厳しい状況にある中、積極的に参画

する高齢者が少ない状況にあります。 

 

⇒老人クラブにおいては、依然として新規加

入者が少なく、会員の高齢化や会長の担い

手がいないなどの理由でクラブ数及び会

員数の減少が続いています。 

 

 

●「多様化する高齢者の就労に関する支援」 

⇒高齢者の就労に関する情報を求職者や企

業に向けて発信していく必要があります。 

 

 

⇒生きがい事業団においては、定年年齢の引

き上げや雇用延長等の要因により会員の

高齢化が進んでいます。多様化する高齢者

がそれぞれに合った働き方で活躍できる

環境の整備が必要です。 

 

●「住民相互の支え合いや交流活動の活性化

の支援」 

⇒コロナ危機を考慮した、参加ボランティア

●「高齢者の地域貢献活動や余暇活動の支

援」 

⇒地域の様々な課題の解決に向けた取組を

支援するとともに、地域づくり市民大学や

市民提案型協働事業を活用し、地域活動の

好事例や、やりがい等をＰＲし、地域活動

に参画しやすい環境づくりを進めます。 

⇒生きがいの創出と健康づくりに取り組む

老人クラブの活動を継続させていくため

に、新規会員の増強と会員の退会防止に向

けた取組をクラブが主体的に行うよう支

援します。 

 

●「多様化する高齢者の就労に関する支援」 

⇒就労を希望する高齢者がそれぞれにあっ

た働き方で活躍できる環境を整備するた

め、関連団体と連携して、情報収集と周知

に努めます。 

⇒生きがい事業団が積極的に新規事業を開

拓していけるよう助言を行いながら、引き

続き支援を行うとともに、高齢者就労支援

セミナーの開催を通して、高齢者の就労機

会の拡大に取り組みます。 

 

●「住民相互の支え合いや交流活動の活性化

の支援」 

⇒町内福祉村の新設を促進するとともに、コ



の拡大や地域全体の課題に応じた活動の

展開、他地区における好事例の水平展開な

どについて検討する必要があります。 

 

ロナ危機で生じた課題も含めて地域で必

要とされる活動が実施されるよう、各町内

福祉村の好事例を共有し、水平展開するた

めの支援をします。また、種々のツールを

用いて登録ボランティアの拡充を目指し

ます。 

 

  関連する【取組】と（事業） 

【住民相互の支え合いや交流活動の活性化の支援】（地域福祉推進事業）（住民主体地域内移送推

進事業） 

【高齢者の地域貢献活動や余暇活動の支援】（地域自治推進事業）（地域の人材発掘・活用事業）

（老人クラブ支援事業） 

【多様化する高齢者の就労に関する支援】（生きがい事業団助成事業）（就労支援事業） 

 


